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陵南中体育館にて
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盈東浅JFI小学校合唱団&陵南中学校吹奏楽部

毎年恒例のジョインーコンサIIは'陵南

中PTA主催､青少対が共催の行事ですが､今年度から｢陵南フェスタ｣という名称に変わりました｡

第1部は'東浅川小学校合唱団のみなさん

の爽やかで澄んだ歌声のあと'今回初めて合唱に陵南中吹奏楽部の演奏がついた｢大地賛頒｣をジョイント曲としてご披露いただきました｡小学校と中学校が連携をしてい-時代にふさわしい内容とな-ました｡

第2部は､陵南中吹奏楽部の演奏｡かわい

いダンスのついた曲もあり'楽しいステージとなりました｡

第3郡は､コンクールでいつも金賞を獲得

し､海外でもコンクール一位をとるなど大活躍している東海大学付属高輪台高校吹奏楽部のみなさん｡重厚でパワフルな演奏､ポップス曲では赤い上着を色と-どりのバンダナに替えて華やかに｡

その後'ジョイントとして陵南中吹奏楽部

も加わ-八十九人の大編成で一緒に二曲演奏｡その1曲目では､陵南中吹奏楽部をご指導下さる指揮者の原田先生が､トランペッーで演奏に参加して盛-あげて下さいました｡

△東海大学付属高輪台高校吹奏楽部&陵南中吹奏楽部

小中学校のジョインー演奏､中

高校のジョイント演奏共に､当日初めてあわせて練習を行い実現しています｡特に小学生にとって､吹奏楽の伴奏で歌うのも､厳しい原田先生に指導を受けるのも初めてのこと｡戸惑いもあったようですが､立派に歌ってくれました｡
一昨年､陵南中学生としてこの

行事に参加し'今回高校生になって母校を訪れた生徒もいます｡子供たちにとって､上級学校の生徒たちとの交流が貴重な体験となっているようです｡
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大塚栄達さんは､通学路のパ
トロールを行う学校安全ボランテ　　○

イア活動を始めて10年以上｡毎日､　○

下校時に散田小の東門に立って､子ど　也

もたちを見守っています｡　　　　　　　○

日々､元気な子どもたちと接して言

葉を交わすたびに､ ｢続けてきて良か

った｡｣と感じるそうです｡ ｢心に残っ

ているエピソード｣をお聞きすると､ ｢6,

7年前までは､校門が開く30分くらい

前に来る子どもたちが5, 6人いたので､

ジャンケンなどをして相手になってや

っていました｡｣と話してくださいました｡

子どもたちや保護者に伝えたいことは､ ｢親子の強固な信頼

関係を築くこと｣｡親と子が良い関係であってこそ､子どもた

ちが安心し､安全に過ごすことができるのだ

と思います｡
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～学校に関わる地域の人々～

学校には様々な形で関わってくださる地域の方がいます｡

子供たちと直接ふれあうボランティアもあれば､

知らないうちにそつとやってくださる方もいます｡

どの方も､子供たちのために､そしてご自身のためにも､

生き甲斐を持って続けてくださっています｡

地域と学校とが､こんな形でもつながることが出来る､と

地域のみなさんに知っていただけたら嬉しいです｡

今回は､代表的なボランティアを中心に､紹介します｡
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轟　放課絡子e:も敬重推進辱員兼電全管理員
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浅尾　勝久±ん

放課後子ども教室-棄浅川小では､平成21年9月から放課後の子ど
もの居場所づくりのために地域の方々が毎田､安全管理員として来

くださっています｡児童の将来を考えて､時には厳しく時には優しく､

いつも全力で褒めて､叱って､愛情たっぷりで見守ってくださってい慕

す｡これからもよろしくお願いいたします｡
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^ホ士ん･青原±ん･山喝さん･大塚さん

三浦士ん･鈴ホ士九･平林士ん

八木さんたちは､壊れて長らく使えなかった校庭の池を5年前に

復活させました｡池いっぱいにたまった泥を取り除き､ひび割れを

塞ぎ､配水管なども直し､ようやく鯉が泳ぐ池になりました｡今も､

池と鯉の世話をなさっていま

す｡鳥のサギが鯉を持ってい

くこともあり､そんなときは､

そつと新しい鯉を放しておく

そうです｡

｢その池で､子どもたちが

生き物の大切さを学んでくれ

るようになったことが､一番

嬉しい｣とおっしゃっています｡

左下から時計回りに､八木さん､
大塚さん､三浦さん､吉原さん
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層.層.憤r『児童憂苦施設から見た

現代の親の姿』

曽田　等氏

二月四日　(土)　青少対陵南地区

の主催で､青梅市にある児童養護施設｢東京恵明学園｣児童部園長曽田等氏の講演会を開催しました｡青少対委員のほか､小中学校のpTA､陵南中の地域運営協議会委員､近隣地区の育成指導員など多-の方にお集ま-いただきました｡講演内容を紹介します｡
児童養護施設は'児童相談所を

経て保護の必要な子を預かる施設です｡市民から直接子を預かることは出来ませんが､緊急時のショートステイは､市に相談すると可能な場合があるそうです｡

虐待には､精神的･身体的･性

的･,ネグレクト(育児放棄)がありますが'疑われる場合は誤-でも構わないので､すぐ児童相談所や民生委員などに通報してください｡

虐待を防ぐ為には地域の力が大
切です｡事情があって､妊娠を悩んでいる人や母子手帳を持たない人の助けにな-たいです｡皆さんに精神的に安定して産んでほしいと思います｡生まれた母子を民生委員などが訪問し'相談できる体制をと-たいですね｡悩んでいる親の問題を解決するのは'結局は子のためです｡青梅市では､社会福祉協議会が運営する学童保育所で午前中に子育てサロン開-など'小規模の子育てサロンをたくさん作り'母親が自分にあった楽しめる所を見つけられるのを目指しています｡

親の元で育てられない子を預かっ

ていますが､どんな親でも子にとってはかけがえのない存在です｡施設と親子がともに歩み､再び家庭に戻したい｡親と暮らすかどうかは子が選ぶ問題です｡

子が自主的にものを考え責任を
持って行動する人になるには'小さい頃にしっかりと手をかけ､善悪の判断･人との付き合い方を学び親子の信頼関係に基づいて思春期には自立させることが必要です｡

自己表現を身につけるのは難し

いものです｡乱暴な言葉で表現する子は､他人とぶつかることで学

んでいけます｡しかし'引きこも-や家庭内暴力を起こす子は'小さい時は良い子だった事も多いが自ら考えないので流されます｡この流れが良いか悪いか自分で判断できない｡自己表現も出来ず'思春期になって困った-不安になるのです｡

クリーン活動

今年度二回目のクリーン活動は

十7月二十三日　(水･祝)'陵南中pTAとの共催で行われました｡

陵南中周辺､甲州街道､けやき

通りの歩道のゴミや落ち葉を清掃していただきました｡

毎年､陵南中の生徒は主に部活
動単位でた-さん参加して-れますが'今年は部活動を引退した三年生も約半数が参加して-れました｡また'小学生､小中学校の先生方･pTAt青少対の委員などあわせて三百名を超える方が協力して-ださいました｡

今年も'清掃の後はおにぎ-と

豚汁を用意しました｡豚汁は'青少対の委員のうち'民生児童委員･主任児童委員･育成指導員･保護司および陵南中の元pTAの方々の協力を得て提供することが出来

ました｡調理室で準備した後'校庭の大鍋で温めながら皆さんを待ちました｡年々'豚汁の作業も効率よ-できるようになり'また'食べた皆さんから｢おいしかった｣の声をたくさん頂き､裏方一同'とても励みにな-ました｡

△調理を終えて､お疲れ様

編集委員(各校pTA)

陵南中学校
前田明美

東浅川小学校
柴野一美､木村由美子､田野倉明美

横山第二小学校
藤本美砂､茂木浩子

散田小学校
小林広実､

和田小学校
大石智史'

田中由美子､石本希清水一美

青少年育成指導員
長岡陽子


